
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和5年度学校評価 計画

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

●全職員による共通理解と共通実践・学習
内容の定着に向けたわかりやすい授業の実
践

○授業が「分かりやすい」の生徒回答率が
90%以上、自主学習ノートの全員提出及び月
曜テストの合格率85%以上

・「めあて・まとめ・振り返り」の継続した記録
・基礎・基本の定着の徹底
・分析に基づく弱点の解消推進に向けた身に付
ける資質能力の焦点化
・授業の流れとワークシートの共有、授業作りに
おけるサポートチームの協力等、実践的で協働
的な体制の構築
・ひとり一回の校内における授業公開の実践

A

・学校の授業が「よく理解できる」「おもしろい」に対して、肯定
的な回答をした生徒は、どの学年も80％を超えている。
・めあてやねらいの表示は概ねできているが、より効果的な
取り組みにするため、職員間で年度当初に意思統一を図って
いきたい。
・チーム会のサポートのもと、一人１授業の公開は実施できて
いる。色々な先生方の意見をもらうことで、授業づくりにおい
て、多様な視点を持つことができている。

A

・一人一人の学力を丁寧に分析し、対応されていると
思う。
・家庭学習については、家庭と一体となって取り組む必
要がある。
・子どもたちが「わかった」「できた」という授業をこれか
らも実践してほしい。
・職場体験の発表を聞いて，気づきや洞察力に感心し
た。これからも，このような力を伸ばしてほしい。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や正義
感、感動する心など、豊かな心を身に付ける
教育活動

○学校が「安心・楽しい」の生徒回答率が
95%以上
○ボランティア活動等の生徒会活動の活性
化による参加率の前年度アップ

・QUを活用した受容的な学級集団作り
・職員全員で取り組む道徳授業の推進
・パワーアッププラン等を活用した主体的な
生徒会活動の促進

B
・各学年でQUアンケートを分析し、学級づくりに生かした。「学校生活
は安心して楽しく過ごせている」と回答した生徒は92％だった。
・パワーアッププランやボランティア活動に全校生徒で取り組んだ。生
徒会が主体となり、企画・運営を行った。
・道徳授業は、全学年で担任・副担任が協力して実践した。

B
・「学校が安心・楽しい」ことが一番大切であ
る。

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取
組の充実

○スクールカウンセラー、スクールソーシャ
ルワーカー、サポート相談員の状況に応じ
た活用と連携した相談体制の充実

・定期の生活アンケートを通じて的確な状況
把握と即時対応
・定期的な連絡会での情報共有と組織的な
取組の推進

A

・生活アンケートや生徒指導朝会での人権講話を実施し、学校評価アン
ケートにおいて全職員が「生徒の人権意識の向上に努めた」と回答するこ
とができた。。
・担任、教育相談担当、SC、SSW、サポート相談員と密に情報共有を行
い、チームで対応できた。特に外部の機関と連携をとったり、生徒が登校
しやすい環境つくりができた。

A
・生活アンケートや人権講話の取組はよいと
思う。
・中学生は親や先生に，なかなか話をしませ
ん。相談しやすい関係づくりをお願いします。

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実現に
向けて意欲的に取り組もうとするための教
育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれ
ていると思う」と回答した児童生徒80％以上
●「将来の夢や目標を持っている」について
肯定的な回答をした児童生徒80％以上

・学校行事や学級活動などで、生徒に役割
を与え、できたことを承認することで自己肯
定感を高める。
・学校行事などを中心に、生徒主体の活動
を促進する。

A

・学校行事・学級活動では、全生徒に役割があり、生
徒主体の活動ができた。また生徒にできたことを承認
することで自己肯定感が高まった。
・学校行事や学級の様子に合わせ、道徳の授業を全
学年担任・副担任が協力して実践した。

A

・生徒の良いところを見つけて，これからも褒
めて育ててほしい。

◎郷土を誇りに思う生徒の育成 ○「富士町が好き」、「富士町を自慢できる」
の生徒回答率100%

・地域の教育資源、人材を積極的に活用し
た体験活動を通した「五感教育」の推進
・ゲストティーチャー招聘によりふるさと富士
を大事にする生徒の育成 A

・地域学習では各学年でテーマを設定し、富士町の伝統文化
等について、現地で調べ学習を行った。富士町の魅力を発信
する動画を制作した。・地域からゲストティーチャーを招聘し、
富士町の魅力を考える活動を行った。全生徒が「富士町のよ
さに気付いた」と回答した。
・パワーアッププランでは、各学年で取材活動を行い、富士町
の魅力をパンフレットにまとめた。「ふるさとのよさに気付くこ
とができた」と回答した生徒は100％だった。

A

・ぜひ富士町の魅力をたくさん発信してほしい。町づく
りにもつながる。
・少人数なので、自然豊かな富士町の富士中でしかで
きない体験や取組を今後も続けてほしい。
・文化発表会で，その成果を発表されていたが，どの
発表も素晴らしかった。子どもたちにとって，よい地域
学習となっているのを感じた。

●業務効率化の推進と時間外在校等時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等
時間の上限を遵守する。

・定時退勤日（毎週水曜日）実施の徹底
・行事、指導の各手引きの次年度を見通し
た活用の徹底 B

・毎週水曜日の定時退勤日として設定し，定時退勤という意識は定着
してきている。
・長期休業中は，原則定時退勤として勤務終了後の16:35過ぎには校
舎施錠をほほ実施することができた。
・行事の手引きを活用し、改良しながら次年度への更新を行ってい
る。

B
・先生方の時間外勤務が増えないようにして
いただきたい。
・現在取り組まれていることは継続してほし
い。

○時間を意識した仕事の効率化 ○学校評価職員アンケートにおいて、「サー
バー内のデータを分かりやすく整理保存し
た」と回答する職員の割合85%以上

・次年度の業務改善を視野に入れた、デー
タや作成した資料等の整理保存の徹底
・分かりやすく整理保存し、各業務にかける
時間の短縮

A
・職員アンケートで、「サーバー内のデータを分かりやすく整理保存し
た」と回答する職員の割合100%だった。
・業務改善の視点を取り入れながら業務を進めている職員が90%を超
えており、業務効率化の観点から今後は誰もがわかりやすいデータ
の整理保存を進めていきたい。

A
・大変なことかもしれないが、少しでも効率化
を図っていただきたい。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○小中連携

○９年間の学びをつなぐ小中一貫教育の研
究推進

○小中学部の全教職員による相互授業参
観及び授業研究会(年5回)

・小学部教員との協働による乗り入れ授業、
交流活動、授業参観の計画的な実施
・小中合同協議会の内容の充実、効果的な
合同研修会の計画実施

A
・小学部との交流授業、乗り入れ授業は大体計画通りに実施
できた。交流授業については、肯定的な意見を持つ生徒が多
い。
・実施できなかった小中合同協議会があったが、ほぼ効果的
な取り組みができた。

A
・中１ギャップのないようにお願いしたい。
・中学部での授業は，小学部の児童が中学部の生徒
を見るよい機会だと思う。これからも続けてほしい。
・小中連携は，年を重ねるごとに充実していると思いま
す。

○コミュニティースクール

○学校運営委員会の充実 ○保護者及び学校運営協議会委員の学校
情報メール加入率100%
○学校HPを活用するようになったという保護
者の割合90%以上

・学校便り、HP、学校情報メールの活用及び
学校運営協議会を核とした連携の強化
・保護者、地域への積極的な情報発信・受
信の推進

A

・学校情報メール加入率は100%である。
・定期的，継続的なメール配信、学校HPの更新を行い，保護者からの認知率
95％との評価を得た。
・学校運営協議会では天候等の影響で開催ができないこともあったが、情報交
換ができ、学校行事へもご参加いただいた。また、委員の方に地域学習の講師
としてご指導いただき連携もできた。

A
・定期的なHPの更新を，今後ともお願いしたい。
・来年度も学校と地域が連携しながら、富士校の子ど
もたちがよりよく育つようにしていきたい。
・学校だよりは，毎回楽しみながら目を通している。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・授業に関しては少人数のクラスの特徴を活かして、個に応じた指導を行えていることから、この１年間での生徒も成長してきた。今後は個に応じたきめ細かな指導を継続しつつも、生徒の主体的な学びを促す授業づくりを通しての学力向上
を図る。また家庭学習については、家庭との連携を図るとともに、生徒自身にどのように家庭学習に取り組んでいくかを考えさせる必要がある。
・学校行事・学級活動等では，現在も生徒中心の活動となるように工夫している。今後も，どのクラスにおいても全生徒に役割を与え，その働きに対して承認することを通して，生徒の自己肯定感を高めるようにしていきたい。
・生徒指導については、細やかな対応ができた。今後も職員間の報告・連絡・相談を密にしながら、問題行動等の未然防止、早期発見・早期対応に努める。
・富士校ならではの分離型一貫校の型をつくり、学校運営協議会の助言を得ながら地域と連携した学校作りを目指したい。

A

・家庭での「早寝・早起き」の習慣をしっかりと
つけなければならない。
・食事を大切にすること，身体をきたえること
が、高齢者になったときに役立つと思う。
・中学生の頃の体づくりは，大事だと思う。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

学校関係者評価

●心の教育

●健康・体つくり

●「運動習慣の改善や定着化」
●「望ましい生活習慣の形成」
●「望ましい食習慣と食の自己管理能力の
育成」

●授業以外で運動やスポーツを行う時間が
１週間で４２０分以上の児童生徒80％以上
○全員部活動（含社会体育・文化部）に所
属、放課後等の活動の適切な促進
●「健康に食事は大切である」と考える児童
生徒100%

・「早寝、早起き、朝ごはん運動」を家庭・地
域と共に推進し、高い朝食喫食率を維持
・週２回の部活動休みの設定と健康維持管
理能力の向上の促進
・保健だより、給食だよりの定期発行による
意識の啓発推進 A

・毎月保健だより・給食だよりを発行し、掲示物では月
毎の心身の健康課題を取り上げ、継続して健康の意
識向上に努めることができた。
・11月「食事・健康に関する調査」の結果では、生徒の
88％が毎日またはほとんど毎日３回食事をしており、
健康に食事は大切であると回答した生徒は100％だっ
た。生徒会活動で朝食摂取啓発活動を取り入れたり、
家庭科の授業の中で食事の役割や朝食の大切さを知
らせ、実際に簡単に用意できる朝食作りを９０％の生
徒ができた。

２　学校教育目標

地域を担う夢に向かって伸びゆく富士っ子の育成
①一人ひとりに基礎学力を身に付けさせ、思考力・判断力を高める。
②「ひと・もの・こと」との関わりを通して、自他の命を大切にし、郷土を愛する心豊かな生徒を育てる。
③心身ともに健やかでたくましい生徒を育てる。地域を担う夢に向かって伸びゆく富士っ子の育成

３　本年度の重点目標

①「五感教育」の推進ーわかる授業づくりと家庭学習への取り組み
②「生徒理解」･「不登校対策」の推進ー生徒を中心に据えた心の絆＆居場所づくり
③３連携「小中連携・家庭連携・地域連携」の推進ーコミュニティ・スクールとしての絆づくり
④教職員の資質向上と働き方改革を受けての取組の充実

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

最終評価

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀市立富士中学校

１　前年度

　　評価結果の概要

・各項目において、具体的にしっかりと取り組まれている。学校が努力されていることが分かる。（学校運営協議会より）
・授業に関しては生徒からの評価も高い。今後もより個に応じたきめ細かな指導、授業づくりを通しての学力向上を図る。家庭学習の強化について、家庭との連携の在り方を考える必要がある。
・生徒指導については、細やかな対応ができてきた。今後も報告・連絡・相談を密にして、問題行動等の未然防止、早期発見・早期対応に努める。
・富士校ならではの分離型一貫校の型をつくり、学校運営協議会の助言を得ながら地域と連携した学校作りを目指す。


